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ジュニアアスリートの栄養教育に関する系統的レビュー 
  

A Systematic Review of Research on Nutritional Education for Adolescent Athletes 
  

堀 川 昭 子*  高 増 雅 子** 
 Akiko HORIKAWA  Masako TAKAMASU 

  
  
要  約 本研究は，中学生及び高校生のアスリート（以下ジュニアアスリート）に対する栄養教育の有効
性について，データベースを用いた文献レビュー（以下本レビュー）を行った。データベースは PubMed ，
CiNii，J-STAGE のほか，スポーツ栄養の専門雑誌を加え，2010 年 1 月以降の直近 10 年間について探索を
行った。PubMed の検索用語は「adolescent」「athlete」「nutritional education」「program」「intervention」とし
た。また，CiNii 及び J-STAGE の検索用語は「中学生」「高校生」「アスリート」「栄養教育」とした。デー
タベース検索では 335件が抽出され，スクリーニングの結果 21件を採択した。国内文献は 10件で海外文献
は 11 件であった。国内外とも中学生や高校生を対象とした研究は少なかった。採択したすべての研究で,食
の知識，態度，行動，栄養摂取量，体格等が改善し，栄養教育による効果が見られた。しかし，これらの研究
は前後比較研究が多かったことから，その効果は限定的であった。今後は，より質の高い研究が必要である。 

 キーワード：ジュニアアスリート，栄養教育，系統的レビュー 
  
Abstract This review aims to examine the effectiveness of nutritional education among adolescent athletes. The 
PubMed, CiNii, and J-STAGE databases were searched for the last 10 years (2010.01-2020.01). In addition, articles 
on sports nutrition were included in the search. Search terms on PubMed were “adolescent,” “athlete,” “nutritional 
education,” “program,” and “intervention,” and search terms for CiNii and J-STAGE were “junior high school,” 
“high school,” “athlete,” and “nutritional education.” The search yielded 335 papers. After screening, 21 articles 
were selected (included 10 Japanese studies and 11 foreign studies). Few studies of adolescent athletes have been 
conducted in Japan or other countries. All of the studies reported an improvement in nutritional knowledge, attitudes, 
behavior, dietary intake, and physique, but many were single-arm intervention studies. Therefore, the effectiveness 
of nutritional education was limited. Higher quality research needs to be conducted. 

 Key words：adolescent athletes, nutritional education, systematic review 
  
  

１．はじめに 

近年，スポーツ栄養学を用いた栄養マネジメント
は，広く周知されるようになり，選手を対象とした
栄養サポートも行われるようになってきた。しかし

ながら，それは，主としてオリンピックや国際大会
に出場するスポーツ選手を対象に行われる取り組み
である。 
スポーツは子どもから高齢者まで多くの人間が行

う文化活動である。現在の日本で，定期的にスポー
ツを行う者の割合は，成人では 31.8%である 1）。 
一方，平成 28～29 年度児童生徒の健康状態サーベ
イランス事業報告書によると，体を動かす者の割合
は，男子中学生で 75.3%，男子高校生で 62.7%，女
子中学生で 56.0%，女子高校生で 36.1%である。ま
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た，強い強度の運動の平均時間は，男子中学生で 4
時間 10分，男子高校生で 5時間 24分，女子中学生
で 3時間 38分，女子高校生で 4時間 35分である。
中等度の運動の平均時間は，男子中学生で 2時間 34
分，男子高校生で 3 時間 54 分，女子中学生で 2 時
間 23分，女子高校生で 2時間 39分である。1週間
の総運動時間の平均値は，男子中学生で 6時間 6分，
男子高校生で 8時間 29分，女子中学生で 4時間 46
分，女子高校生で 4 時間 37 分である。しかし，運
動時間の分布をみると，20 時間以上運動をしてい
る者がいる一方，4 時間未満の者も多く，運動時間
は二極化している。この傾向は，中学生，高校生と
も男子が多く，課外活動等で運動をする者は運動時
間が長くなる傾向がみられる 2）。 
ところが，健康日本 21（第二次）では，①健康

な生活習慣（栄養・食生活・運動）を有する子ども
の割合の増加，②運動やスポーツを習慣的にしてい
る子どもの割合の増加，③適正体重の子どもの増加，
④肥満傾向にある子どもの割合の減少を目標として
掲げているものの，運動やスポーツを週 5-6 回も行
う子どものためのオーバーユース対策や健康対策に
ついては，触れられていない 3）。 
しかし，平成 23 年，日本学術会議は，様々な学

術的知見をもとに，子どもが効果的かつ安全に運
動・スポーツを実施できるよう基本指針を提言した
4）。これによると，子どもにスポーツ・運動を指導
する際，①子どもの正常な発育発達を促進するよう
WHO 等の国際基準に準拠し，最低限度の運動量を
確保すること，②多様な動きをつくる遊び・運動・
スポーツを積極的に行わせること，③子どもの特性
に応じて運動・スポーツを行う「場」を適正に設定
すること，④傷害・疾病等の精神的・身体的健康障
害の防止に配慮することに留意すべきと述べている。
この提言では，現在の社会では運動をしない子ども
が増えている一方で，クラブチームやスポーツ少年
団に所属して 1日 3時間以上運動する子どもはかな
りの数で，そのような子どもたちに多いオーバー
ユース障害を問題視している 4）。 

1 日 3 時間以上の運動をする子どもが栄養教育を
受ける機会として，学校での食の指導がある。学校
では，従来から給食の時間を中心に栄養教育が行な
われ，家庭科や保健体育科で食生活の知識・技術お
よび健康に関する教育が行なわれており，スポーツ
活動を行う子どもの食教育も，食の指導の手引きを

もとに実施される 5）。しかし，学校現場においては，
肥満ややせ，アレルギーなど扱う子どもの健康問題
は多岐にわたっており，定期的にスポーツを行う子
どもへの対応は容易ではない。 
さらに，適度な身体活動はヒトのからだにとって

良い影響を及ぼすが，やり過ぎは悪影響を及ぼすこ
ともある。近年，先行研究において，スポーツ選手
の Low Energy Availability が報告されている 6）。こ
れは，運動によるエネルギー消費量に対して，食事
などによるエネルギー摂取量が不足した状態のこと
である。この状態が続くと，免疫や代謝，月経や骨
の健康，成長や発達といった生理的機能への悪影響
があると考えられている。女性アスリートの 3主徴
を予防する際に重要であると言われているが，中学
生や高校生のアスリートはエネルギー不足であると
懸念する報告も多々あることから 7～ 11），Low 
Energy Availability は成長期の子どものスポーツ選
手にも起こりうる問題と考えられる。一方，国内に
おいて，地域のスポーツ少年団を対象とした栄養教
育についていくつかの報告はあるが，介入研究は限
られている。 
以上のことから，定期的にスポーツを行う子ども

の栄養教育は重要な意義を持つものと考える。そこ
で，本研究では，定期的にスポーツを行う中学生及
び高校生（本研究では以下，これをジュニアアス
リートと定義する）に対する栄養教育について知見
を得ることを目的に，データベースを用いた文献レ
ビュー（以下，本レビュー）を行うこととした。 

２．方法 

１）採択基準 
論文の採択基準は，（1）教育的要素が取り入れ

られたプログラム，（2）栄養教育によって栄養状
態，体格，栄養に関する知識，態度，行動等への影
響や学習効果を評価した介入研究，（3）ランダム
化比較試験，非ランダム化比較試験，前後比較研究
のいずれかに該当する研究，（4）13 歳から 18 歳を
対象とした研究，（5）2010年 1月から 2020年 
1月までの英語または日本語の査読付き論文，であ 
ることとした。 
 
２）探索方法と選択 
 採択までの流れを Fig. 1に示す。 
 論文の検索には，米国国立医学図書館が提供する 
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Fig.1 Flow chart for the literature search 

 
PubMed，国立情報学研究所が提供する CiNii，国立
研究開発法人科学技術振興機構（JST）が運営する
J-STAGE を用いた。また，国内でスポーツ栄養を
専門に扱う学術誌に掲載されている論文も加えた。
先行研究を参考に，PubMed の検索キーワードは，
「 adolescent」「 athlete」「 nutritional education」
「program」「intervention」とした。また，CiNii と
J-STAGE の探索用語は，「中学生」「高校生」「アス
リート」「栄養教育」とした。本研究の筆頭著者が，
探索作業と各文献の題目および抄録をレビューし，
採択の可否を評価した後，文献を精読し，採択論文
を決定した。 
 採択した論文について，著者（発行年），実施国，
研究デザイン，対象者/競技種目，人数，評価指標，
栄養教育の概要，栄養教育の効果について整理し，
エビデンステーブルを作成した。 

３．結果 

１）採択結果 
 データベースから抽出された論文 335件について，
タイトル，抄録等による一次スクリーニングを行い，
採択基準を満たさない 291 件を除外し，44 件を採
択した。次に，本文の精読による二次スクリーニン
グを行い，採択基準を満たさない 23 件を除外し，
最終的に 21件を採択した 12～32）。 
 
２）採択した論文の特徴 
採択した論文について，著者（発行年），実施国，

研究デザイン，対象者/競技種目，人数，評価指標，
栄養教育の概要（目的，内容，教育担当者），栄養
教育の効果を整理し，Table 1を作成した。 
 採択した研究の発行年は，2009 年 1 月から 2020
年 1 月までで年間 1～3 件程度であった。研究の実
施国は，アメリカ 3件 12）,13）,28），日本が 10件 16）～18）,20）

～24）,31）,32），ブラジル 2 件 25）,26），ベルギー14），ギリ
シャ 15），ポーランド 19），キプロス 27），ドイツ 29），
フィンランド 30）がそれぞれ 1件であった。 
研究デザインは，ランダム化比較試験が 5件 12,13,  

15,28,30），非ランダム化比較試験が 2 件 24,32），前後比
較試験が 14 件 14,16~23,25~27,29,31）で最多であった。ラ
ンダム化比較試験はすべて海外の研究であり，非ラ
ンダム化比較試験は日本での研究であった。対照群
を設けていない前後比較研究 14 研究は，学校の部
活動や地域のスポーツクラブなどスポーツ現場で実
施されたサポート活動が多く，日本での研究が大半
を占めた。 
対象者の年齢は 12歳から 18歳で，対象者が行っ

ているスポーツは，バレエ，陸上競技，バレーボー
ル，バスケットボール，ラグビー，カヌー，アイス
ホッケー，ボート，シンクロナイズドスイミング，
トライアスロン，野球，競泳，サッカー，ボクシン
グ，テコンドー，レスリング，テニス，ビーチバ
レー，サーフィン，自転車，バイアスロン，クロス
カントリースキー，オリエンテーリングであった。 
対象者の人数は，4名から 1668名と幅広かった。

対象者が男子のみの研究は 9件 16～18）,20）,22）～24）,27）,31），
女子のみの研究は4件 12）,19）,26）,32），混合は8件 13）,14）,15）,  

21）,25）,28）～30）であった。21 の研究が対象とした人数
の合計は，男子 544名，女子が 2369名であった。 
 栄養教育の効果を評価する評価指標については， 

データベース（PubMed 289件、CiNii,J-STAGE 20件）
他の情報源から探索した追加文献 26件 合計335件

1次スクリーニング（タイトル・抄録の精査）

採択基準にあわない論文を除外 291件
・対象者が異なる 116件
・栄養教育や栄養指導を実施していない

121件
・学術雑誌に掲載された論文ではない

54件

採択論文 44件

2次スクリーニング（本文の精読）

採択論文 21件
PubMed 11件 CiNii ,J-STAGE 3件 他の情報源7件

採択基準にあわない論文を除外 23件
・対象者が異なる15件
・栄養教育、栄養指導に関する論文
ではない 4件

・学術雑誌に掲載された論文ではない
4件
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や
自

己
効

力
感

が
向

上
し

た
。

ま
た

、
フ

ァ
ス

ト
フ

ー
ド

、
炭

酸
飲

料
な

ど
の

摂
取

量
が

低
下

し
、

乳
製

品
の

摂
取

量
が

増
加

し
た

。
し

か
し

、
6 

週
間

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

後
ま

で
は

、
そ

の
効

果
が

維
持

さ
れ

な
か

っ
た

。
子

ど
も

の
ダ

ン
サ

ー
に

は
、

Ｄ
Ｖ

Ｄ
に

よ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
効

果
的

で
低

コ
ス

ト
な

方
法

で
あ

る
。

Ae
re

nh
ou

ts
 D

,
De

rie
m

ae
ke

r P
,

He
bb

el
in

ck
 M

,
Cl

ar
ys

 P
.(2

01
1)

14
）

ベ
ル

ギ
ー

前
後

比
較

研
究

　
12

－
18

歳
陸

上
競

技
 女

子
14

.8
 ±

 1
.6

歳
男

子
14

.7
 ±

 1
.9

 歳

60
名

女
子

29
名

男
子

31
名

・
食

事
記

録
（

7日
間

）
・

身
体

計
測

（
身

長
、

体
重

、
体

脂
肪

率
、

除
脂

肪
体

重
）

・
身

体
活

動
量

（
PA

L)

目
的

は
、

3年
に

及
ぶ

食
事

記
録

に
よ

っ
て

ジ
ュ

ニ
ア

の
陸

上
選

手
の

食
習

慣
を

調
べ

る
こ

と
で

あ
る

。
・

実
施

期
間

6ヶ
月

ご
と

、
3年

間
・

半
年

に
1回

、
合

計
6回

の
食

事
記

録
調

査
と

評
価

結
果

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
   

 実
施

・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

担
当

に
つ

い
て

記
載

な
し

た
ん

ぱ
く

質
、

糖
質

の
摂

取
量

は
身

体
活

動
に

み
あ

っ
た

量
を

維
持

し
て

い
た

が
、

脂
質

の
摂

取
量

は
多

く
、

減
少

し
な

か
っ

た
。

食
事

療
法

の
改

善
に

関
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

は
、

全
粒

粉
パ

ン
、

野
菜

、
お

よ
び

ソ
フ

ト
ド

リ
ン

ク
の

消
費

に
つ

い
て

の
み

有
意

な
好

ま
し

い
変

化
を

も
た

ら
し

た
。

青
年

期
の

ス
プ

リ
ン

ト
ア

ス
リ

ー
ト

の
食

生
活

は
必

ず
し

も
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

従
っ

て
い

る
わ

け
で

は
な

か
っ

た
が

、
ア

ド
バ

イ
ス

を
繰

り
返

す
こ

と
で

改
善

が
可

能
で

あ
る

。
Ka

vo
ur

as
 S

A,
Ar

na
ou

tis
 G

,
M

ak
ril

lo
s 

M
,

Ga
ra

go
un

i C
,

Ni
ko

la
ou

 E
, C

hi
ra

 O
,

El
lin

ik
ak

i E
,

Si
do

ss
is

 L
S.

（
20

12
）

15
）

ギ
リ

シ
ャ

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
14

-1
9歳

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル

全
体

92
名

対
照

群
31

名
（

男
子

13
名

、
女

子
18

名
）

介
入

群
61

名
（

男
子

30
名

、
女

子
31

名
）

・
尿

検
査

・
体

力
テ

ス
ト

・
水

分
補

給
状

態
の

評
価

   
 最

初
の

朝
の

尿
に

基
づ

い
て

評
価

。
   

 す
べ

て
の

テ
ス

ト
は

屋
外

の
朝

に
実

施
 （

平
均

周
囲

温
度

= 
28

°
C）

目
的

は
、

水
分

補
給

や
熱

中
症

予
防

に
関

す
る

栄
養

教
育

の
効

果
を

調
べ

る
こ

と
で

あ
る

。
・

実
施

期
間

5日
間

（
夏

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
キ

ャ
ン

プ
中

）
・

介
入

群
は

、
評

価
指

標
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
及

び
水

分
補

給
に

関
す

る
講

義
 （

1時
間

）
に

出
席

・
す

べ
て

の
ト

イ
レ

に
尿

の
カ

ラ
ー

チ
ャ

ー
ト

を
取

り
付

け
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

、
ダ

イ
ニ

ン
グ

、
休

憩
エ

リ
ア

で
水

を
容

易
に

飲
め

る
環

境
を

   
 設

定
・

教
育

担
当

に
つ

い
て

は
不

明

介
入

群
は

有
意

に
水

分
摂

取
状

態
が

大
き

く
改

善
さ

れ
た

。
尿

浸
透

圧
は

、
対

照
群

で
は

統
計

的
に

有
意

な
変

化
は

見
ら

れ
な

か
っ

た
。

持
久

力
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
は

、
介

入
群

で
の

み
大

幅
に

改
善

さ
れ

た
。

水
分

を
自

由
に

摂
取

し
、

水
分

補
給

状
態

を
改

善
す

る
と

、
暑

い
中

で
運

動
し

て
い

る
子

ど
も

の
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

。

吉
谷

佳
代

(2
01

2)
16

）
日

本
前

後
比

較
研

究
高

校
ラ

グ
ビ

ー
部

男
子

38
名

・
食

物
摂

取
頻

度
調

査
（

 F
FQ

g 
）

・
体

重
・

体
脂

肪
量

・
自

記
式

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
食

嗜
好

、
健

康
状

態
）

・
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

シ
ー

ト
（

 V
AS

 法
）

に
よ

る
   

身
体

的
疲

労
度

と
精

神
的

疲
労

度
・

練
習

前
後

の
体

重
と

睡
眠

時
間

目
的

は
、

夏
季

強
化

期
の

体
重

と
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

維
持

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
は

2カ
月

半
・

栄
養

サ
ポ

ー
ト

計
画

は
、

講
義

形
式

の
集

団
栄

養
教

育
、

リ
カ

バ
リ

ー
食

の
   

導
入

、
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

シ
ー

ト
の

導
入

、
校

内
合

宿
時

の
夏

バ
テ

防
止

   
食

事
会

の
 4

 点
・

教
育

担
当

者
は

管
理

栄
養

士

事
前

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
よ

り
、

選
手

の
約

 8
 割

に
食

欲
低

下
や

体
重

減
少

が
見

ら
れ

、
日

々
の

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ン
を

十
分

に
把

握
で

き
て

い
な

い
点

な
ど

の
課

題
を

抽
出

し
た

。
栄

養
サ

ポ
ー

ト
は

、
夏

季
強

化
期

の
栄

養
補

給
に

つ
い

て
の

集
団

指
導

、
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ニ

ン
グ

シ
ー

ト
を

用
い

た
体

重
や

疲
労

度
の

チ
ェ

ッ
ク

、
リ

カ
バ

リ
ー

食
の

導
入

、
校

内
合

宿
時

の
夏

バ
テ

防
止

食
事

会
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
期

間
中

の
体

重
減

少
は

前
年

に
比

べ
抑

え
ら

れ
、

選
手

の
自

覚
ア

ン
ケ

ー
ト

で
も

介
入

前
に

比
べ

て
食

欲
低

下
や

体
重

減
少

の
項

目
の

回
答

数
が

減
少

し
た

。
さ

ら
に

脱
水

や
目

眩
な

ど
の

熱
中

症
発

生
件

数
も

減
少

し
て

い
た

。
山

﨑
有

理
子

（
20

12
）

17
）

日
本

前
後

比
較

研
究

15
.6

±
1.

1歳
高

校
カ

ヌ
ー

部
男

子
8名

・
身

体
計

測
(身

長
、

体
重

、
体

脂
肪

率
)

・
体

調
の

把
握

の
た

め
に

自
覚

的
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

　
（

練
習

意
欲

・
睡

眠
・

食
欲

・
便

通
・

全
体

的
体

調
を

　
 3

～
 5

 段
階

評
価

で
実

施
)

・
2 

～
 3

 週
間

の
習

慣
的

な
栄

養
素

お
よ

び
食

品
群

別
摂

取
   

量
は

、
半

定
量

食
物

摂
取

頻
度

調
査

Ｆ
Ｆ

Ｑ
ｇ

を
用

い
て

　
算

出
・

自
記

式
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
欠

食
状

況
や

補
食

内
容

、
　

水
分

補
給

方
法

、
体

調
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

の
有

無
に

　
つ

い
て

の
食

意
識

調
査

や
生

活
・

睡
眠

時
間

な
ど

）

目
的

は
体

重
増

加
で

あ
る

。
・

実
施

期
間

は
3か

月
間

、
期

分
け

は
鍛

錬
期

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

必
要

量
を

30
00

kc
al

/日
に

設
定

・
栄

養
指

導
を

計
 5

 回
実

施
（

個
人

指
導

2回
、

集
団

指
導

3回
）

・
保

護
者

も
参

加
・

主
食

の
計

量
実

習
・

選
手

自
身

に
体

重
測

定
を

義
務

付
け

・
教

育
担

当
は

、
管

理
栄

養
士

県
立

高
校

の
カ

ヌ
ー

部
に

所
属

す
る

男
子

生
徒

10
名

の
う

ち
、

現
在

体
脂

肪
率

が
低

い
選

手
と

試
合

前
に

低
下

す
る

選
手

の
 8

 名
を

対
象

に
、

体
重

増
加

を
目

的
に

栄
養

サ
ポ

ー
ト

を
実

施
し

た
。

炭
水

化
物

を
し

っ
か

り
と

る
習

慣
を

付
け

る
こ

と
に

よ
り

、
介

入
前

後
で

体
重

 3
.0

 ±
 1

.3
3k

g、
体

脂
肪

率
 3

.5
 ±

 1
.5

6％
の

増
加

は
認

め
た

が
、

除
脂

肪
体

重
の

変
化

は
認

め
な

か
っ

た
。

Ta
bl

e 
1 

 S
um

m
ar

y 
of

 n
ut

rit
io

na
l e

du
ca

tio
n 

fo
r a

do
le

sc
en

t a
th

le
te

s 
in

 Ja
pa

n 
an

d 
ot

he
r c

ou
nt

iri
es
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著
者

（
発

行
年

）
実

施
国

研
究

デ
ザ

イ
ン

対
象

者
/競

技
種

目
人

数
評

価
指

標
栄

養
教

育
の

概
要

栄
養

教
育

の
効

果

山
﨑

美
枝

（
20

14
）

18
）

日
本

前
後

比
較

研
究

16
.6

±
0.

8歳
高

校
ア

イ
ス

ホ
ッ

ケ
ー

部

男
子

27
名

介
入

前
後

に
・

身
体

測
定

(身
長

、
体

重
、

イ
ン

ピ
ー

ダ
ン

ス
法

に
よ

る
　

体
脂

肪
率

)
・

食
事

調
査

　
食

物
摂

取
頻

度
調

査
（

FF
Qg

）
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

と
し

て
定

期
的

に
身

体
測

定
（

月
1回

）
　

常
に

同
条

件
と

な
る

よ
う

食
後

や
運

動
直

後
を

避
け

、
　

午
後

 3
 時

頃
に

実
施

・
栄

養
教

育
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

目
的

は
、

身
体

づ
く

り
と

食
事

改
善

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
は

6ヶ
月

間
・

身
体

測
定

6回
・

栄
養

教
育

は
集

団
指

導
 5

 回
実

施
（

初
回

30
分

、
2回

目
以

降
60

分
）

、
   

 通
信

型
個

別
指

導
 2

 回
・

内
容

は
か

ら
だ

づ
く

り
の

食
事

、
試

合
期

の
食

事
、

食
事

の
振

り
返

り
と

   
 行

動
目

標
の

設
定

・
教

育
担

当
は

、
管

理
栄

養
士

体
組

成
は

介
入

直
後

に
有

意
な

変
化

が
み

ら
れ

た
が

、
最

終
評

価
で

は
介

入
前

後
で

の
有

意
な

変
化

が
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
食

事
改

善
の

意
欲

が
高

ま
り

栄
養

管
理

の
必

要
性

も
介

入
前

よ
り

高
く

な
り

、
過

剰
摂

取
だ

っ
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
脂

質
、

穀
類

、
菓

子
が

有
意

に
減

少
す

る
な

ど
体

脂
肪

と
関

連
の

あ
る

項
目

は
改

善
が

み
ら

れ
た

。
し

か
し

、
不

足
し

て
い

た
ビ

タ
ミ

ン
、

ミ
ネ

ラ
ル

摂
取

量
は

改
善

さ
れ

ず
、

い
ず

れ
も

個
人

差
が

み
ら

れ
た

。
栄

養
教

育
内

容
は

お
お

む
ね

理
解

し
て

い
た

が
、

行
動

変
容

に
結

び
つ

か
な

い
項

目
も

見
ら

れ
た

。

La
go

w
sk

a 
K,

Ka
pc

zu
k 

K,
Je

sz
ka

 J.
(2

01
4)

19
）

ポ
ー

ラ
ン

ド
前

後
比

較
研

究
17

.1
 ±

 0
.9

歳
（

バ
レ

エ
ダ

ン
サ

ー
）

18
.1

 ±
 2

.6
歳

（
ボ

ー
ト

、
シ

ン
ク

ロ
ナ

イ
ズ

ド
ス

イ
ミ

ン
グ

、
ト

ラ
イ

ア
ス

ロ
ン

）

女
子

52
名

・
身

体
計

測
（

身
長

、
体

重
、

BM
I、

体
脂

肪
率

、
除

脂
肪

　
体

重
）

・
食

事
記

録
（

7日
間

）
　

栄
養

素
摂

取
量

を
算

出
・

血
液

検
査

　
（

LH
, F

SH
, P

, E
2,

 T
SH

, T
, P

RL
, S

HB
G,

 le
pt

in
）

・
安

静
時

代
謝

・
消

費
エ

ネ
ル

ギ
ー

目
的

は
、

女
子

の
月

経
障

害
を

持
つ

ア
ス

リ
ー

ト
を

対
象

に
個

別
相

談
が

ど
の

よ
う

な
効

果
を

も
た

ら
す

の
か

確
認

す
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
は

9カ
月

・
個

別
の

栄
養

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
・

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
担

当
は

管
理

栄
養

士

介
入

に
よ

り
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

栄
養

素
の

摂
取

量
に

大
き

な
変

化
を

も
た

ら
し

た
。

9か
月

後
、

ダ
ン

サ
ー

は
LH

レ
ベ

ル
の

有
意

な
増

加
が

観
察

さ
れ

た
が

、
女

性
ア

ス
リ

ー
ト

は
介

入
3か

月
後

に
こ

の
効

果
が

見
ら

れ
た

。
9か

月
の

介
入

に
よ

り
、

3人
の

ダ
ン

サ
ー

と
7人

の
ア

ス
リ

ー
ト

の
月

経
が

回
復

し
た

。
定

期
的

な
月

経
周

期
の

女
性

は
、

体
脂

肪
量

（
FM

）
の

割
合

が
高

か
っ

た
。

海
崎

彩
、

田
中

紀
子

(2
01

5)
20

）
日

本
前

後
比

較
研

究
16

.8
±

0.
1歳

高
校

野
球

部
男

子
14

名
・

食
事

調
査

（
食

物
摂

取
頻

度
調

査
FF

Qg
）

・
身

体
計

測
（

身
長

、
体

重
、

上
腕

・
下

腿
周

囲
長

）
・

血
液

検
査

（
血

液
学

・
生

化
学

検
査

）

目
的

は
、

栄
養

状
態

を
把

握
し

、
改

善
の

た
め

の
継

続
的

な
栄

養
教

育
・

指
導

を
行

い
、

そ
の

効
果

を
調

べ
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
1年

間
・

１
年

間
に

わ
た

り
4回

調
査

・
測

定
を

実
施

し
、

結
果

に
基

づ
い

て
栄

養
学

的
　

介
入

を
実

施
。

BM
Iを

指
標

と
し

て
目

標
と

す
る

体
重

を
設

定
・

栄
養

改
善

の
た

め
の

介
入

を
定

期
的

に
１

～
２

か
月

に
１

回
の

割
合

で
集

団
　

お
よ

び
個

人
指

導
に

よ
り

実
施

・
集

団
指

導
で

は
、

選
手

お
よ

び
保

護
者

に
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
、

栄
養

の
　

知
識

を
定

着
さ

せ
、

個
人

指
導

で
は

、
目

標
と

な
る

体
重

増
加

の
た

め
の

栄
養

　
の

と
り

方
を

フ
ー

ド
モ

デ
ル

を
用

い
て

具
体

的
に

指
導

・
教

育
担

当
は

管
理

栄
養

士

選
手

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
栄

養
素

摂
取

量
は

介
入

に
よ

り
有

意
に

増
加

し
、

体
重

や
BM

I、
上

腕
周

囲
長

な
ど

体
格

も
有

意
に

向
上

し
た

。
こ

の
介

入
効

果
は

夏
季

に
も

現
れ

、
食

物
摂

取
の

減
少

は
抑

制
さ

れ
体

格
は

維
持

さ
れ

た
。

選
手

の
93

％
は

RB
C、

HG
B、

HC
Tな

ど
の

血
液

検
査

値
は

良
好

で
あ

っ
た

が
、

血
清

フ
ェ

リ
チ

ン
（

FR
N）

は
低

値
で

あ
っ

た
。

介
入

に
よ

り
約

半
数

が
改

善
し

た
が

、
FR

N異
常

低
値

の
場

合
、

効
果

は
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

吉
野

昌
恵

（
20

15
）

21
）

日
本

前
後

比
較

研
究

中
学

競
泳

選
手

4名
男

子
1名

（
2年

生
）

、
女

子
3名

（
1年

生
1名

、
2年

生
2名

）

・
身

長
、

体
重

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
栄

養
素

摂
取

量
、

食
品

群
別

摂
取

量
・

食
事

調
査

（
自

己
記

入
式

に
よ

る
食

事
記

録
法

：
土

曜
日

　
ま

た
は

日
曜

日
の

い
ず

れ
か

を
含

む
連

続
３

日
間

、
　

練
習

が
あ

る
日

）

目
的

は
、

料
理

イ
ラ

ス
ト

入
り

ラ
ン

チ
ョ

ン
マ

ッ
ト

を
用

い
て

栄
養

教
育

を
行

い
、

食
事

改
善

効
果

を
検

討
す

る
こ

と
で

あ
る

。
・

期
間

は
5か

月
。

・
選

手
お

よ
び

保
護

者
ご

と
に

各
1回

ず
つ

栄
養

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
。

栄
養

セ
ミ

　
ナ

ー
に

は
コ

ー
チ

も
同

席
。

個
別

指
導

は
選

手
の

み
に

実
施

・
料

理
イ

ラ
ス

ト
入

り
ラ

ン
チ

ョ
ン

マ
ッ

ト
を

用
い

、
毎

食
、

主
食

、
主

菜
、

   
 副

菜
２

つ
、

果
物

、
牛

乳
・

乳
製

品
の

６
皿

を
そ

ろ
え

て
食

事
を

す
る

よ
う

　
指

導
・

ラ
ン

チ
ョ

ン
マ

ッ
ト

を
も

と
に

作
成

し
た

食
事

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

用
い

て
   

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

1カ
月

間
実

施
。

親
子

で
設

定
し

た
目

標
に

つ
い

て
　

も
チ

ェ
ッ

ク
・

栄
養

教
育

担
当

は
、

管
理

栄
養

士

「
バ

ラ
ン

ス
よ

く
食

べ
る

」
、

「
自

分
に

必
要

な
量

を
食

べ
る

」
を

目
標

に
、

料
理

イ
ラ

ス
ト

入
り

ラ
ン

チ
ョ

ン
マ

ッ
ト

を
用

い
て

栄
養

教
育

を
行

う
こ

と
に

よ
る

食
事

改
善

効
果

を
検

討
し

た
。

６
皿

を
そ

ろ
え

た
食

事
は

約
７

割
実

施
で

き
て

い
た

。
栄

養
教

育
後

、
３

名
の

選
手

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

、
た

ん
ぱ

く
質

、
脂

質
、

炭
水

化
物

の
摂

取
量

が
増

加
し

た
。

カ
ル

シ
ウ

ム
、

鉄
な

ど
の

摂
取

量
も

増
加

し
て

い
た

が
目

標
量

に
達

し
て

い
な

い
栄

養
素

も
あ

っ
た

。
継

続
し

て
栄

養
教

育
を

行
う

必
要

が
あ

り
、

そ
の

際
、

教
育

の
ツ

ー
ル

や
方

法
を

工
夫

し
改

善
す

る
必

要
が

あ
る

。

大
森

恵
美

（
20

15
）

22
）

日
本

前
後

比
較

研
究

高
校

サ
ッ

カ
ー

選
手

男
子

Y高
校

13
名

（
1年

生
）

K高
校

35
名

（
1-

2年
生

）

＜
Y高

校
＞

・
食

生
活

バ
ラ

ン
ス

チ
ェ

ッ
ク

票
（

ツ
ー

ル
の

合
計

得
点

：
食

生
活

合
計

得
点

お
よ

び
料

理
　

区
分

別
得

点
：

食
生

活
バ

ラ
ン

ス
）

月
1回

合
計

6回
・

身
体

測
定

（
体

重
、

体
脂

肪
率

）
　

週
2回

・
料

理
区

分
・

食
品

群
の

理
解

、
目

安
量

の
理

解
、

1 
週

間
の

　
ふ

り
返

り
、

食
生

活
改

善
目

標
の

設
定

と
実

行
の

程
度

＜
K高

校
＞

・
食

生
活

バ
ラ

ン
ス

チ
ェ

ッ
ク

票
　

（
食

生
活

合
計

得
点

お
よ

び
料

理
区

分
別

得
点

）
合

計
4回

・
身

体
測

定
（

体
重

、
体

脂
肪

率
）

　
週

2回
・

料
理

区
分

・
食

品
群

の
理

解
、

目
安

量
の

把
握

、
1 

週
間

の
　

ふ
り

返
り

の
 3

 項
目

に
関

す
る

質
問

・
自

由
記

述
式

親
子

ア
ン

ケ
ー

ト

目
的

は
、

2 
つ

の
高

校
サ

ッ
カ

ー
部

に
お

い
て

、
各

指
導

者
か

ら
の

選
手

の
健

康
・

栄
養

管
理

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

食
生

活
バ

ラ
ン

ス
チ

ェ
ッ

ク
票

の
活

用
に

よ
り

、
選

手
の

食
生

活
自

己
管

理
能

力
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
が

可
能

で
あ

る
か

検
証

す
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
6ヶ

月
＜

Y 
高

校
＞

半
年

間
で

計
 6

 回
の

集
団

栄
養

教
育

を
実

施
＜

K高
校

＞
・

選
手

が
料

理
・

食
品

の
目

安
量

を
把

握
し

、
具

体
的

な
目

標
設

定
が

で
き

る
　

よ
う

作
成

し
た

「
実

物
大

料
理

・
食

品
ポ

ス
タ

ー
」

を
貼

付
し

、
そ

の
後

　
半

年
間

で
計

4 
回

の
バ

ラ
ン

ス
チ

ェ
ッ

ク
を

実
施

・
教

育
担

当
は

、
管

理
栄

養
士

Y高
校

は
栄

養
教

育
の

結
果

、
選

手
は

料
理

・
食

品
の

目
安

量
を

把
握

す
る

こ
と

が
難

し
い

と
感

じ
て

い
る

も
の

の
、

食
生

活
合

計
得

点
お

よ
び

食
生

活
バ

ラ
ン

ス
が

改
善

さ
れ

た
。

ま
た

、
選

手
全

員
が

本
ツ

ー
ル

を
用

い
食

生
活

改
善

目
標

を
実

行
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

回
答

し
た

。
K高

校
の

2 
年

生
の

結
果

か
ら

、
作

成
し

た
ポ

ス
タ

ー
は

選
手

が
目

安
量

を
把

握
す

る
際

に
有

効
で

あ
っ

た
。

食
生

活
合

計
得

点
お

よ
び

食
生

活
バ

ラ
ン

ス
が

改
善

さ
れ

た
。

そ
れ

ほ
ど

高
く

な
い

頻
度

の
栄

養
教

育
で

も
、

保
護

者
（

食
事

準
備

者
）

の
協

力
を

得
な

が
ら

選
手

の
身

体
づ

く
り

と
食

生
活

自
己

管
理

能
力

の
向

上
に

寄
与

す
る

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

。
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著
者

（
発

行
年

）
実

施
国

研
究

デ
ザ

イ
ン

対
象

者
/競

技
種

目
人

数
評

価
指

標
栄

養
教

育
の

概
要

栄
養

教
育

の
効

果

清
野

隼
、

永
代

優
仁

（
20

16
）

23
）

日
本

前
後

比
較

研
究

高
校

野
球

選
手

男
子

71
名

1年
生

30
名

2年
生

41
名

・
体

力
測

定
　

フ
ィ

ー
ル

ド
テ

ス
ト

（
一

塁
駆

け
抜

け
、

二
塁

か
ら

の
   

本
塁

駆
け

抜
け

、
Tテ

ス
ト

、
10

m
ス

プ
リ

ン
ト

、
　

５
0m

ス
プ

リ
ン

ト
）

柔
軟

性
、

垂
直

跳
び

、
握

力
、

　
ス

ク
ワ

ッ
ト

・
ベ

ン
チ

プ
レ

ス
1 

RM
、

懸
垂

、
30

秒
間

　
腹

筋
・

体
重

、
除

脂
肪

体
重

、
体

脂
肪

率
、

周
径

囲
の

測
定

　
2回

・
父

母
の

栄
養

サ
ポ

ー
ト

に
関

す
る

ニ
ー

ズ
調

査

目
的

は
、

シ
ー

ズ
ン

オ
フ

の
期

間
に

、
筋

力
や

パ
ワ

ー
を

高
め

る
た

め
の

身
体

組
成

を
獲

得
す

る
こ

と
で

あ
る

。
・

実
施

期
間

4カ
月

・
糖

質
を

中
心

と
し

た
食

品
を

リ
ス

ト
化

し
、

約
 2

00
kc

al
 を

 1
 ポ

イ
ン

ト
と

　
す

る
「

糖
質

ポ
イ

ン
ト

」
を

設
定

。
こ

の
「

糖
質

ポ
イ

ン
ト

」
を

栄
養

教
育

　
や

選
手

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

効
果

的
に

行
う

ツ
ー

ル
と

し
て

利
用

・
栄

養
教

育
は

、
「

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

」
と

い
う

形
で

月
1回

程
度

実
施

。
　

そ
の

際
、

体
重

の
変

動
や

糖
質

ポ
イ

ン
ト

の
摂

取
状

況
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

　
で

き
る

デ
イ

リ
ー

チ
ェ

ッ
ク

シ
ー

ト
を

作
成

し
、

　
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
　

相
互

評
価

と
個

人
評

価
が

で
き

る
よ

う
促

す
・

父
母

会
、

コ
ー

チ
監

督
と

連
携

。
父

母
会

も
月

1回
実

施
し

、
栄

養
教

育
を

　
実

施

除
脂

肪
体

重
、

胸
囲

、
大

腿
囲

、
上

腕
囲

な
ど

が
有

意
に

増
加

し
、

体
脂

肪
率

は
有

意
に

低
下

し
た

。
体

力
テ

ス
ト

の
結

果
は

、
ス

ク
ワ

ッ
ト

や
垂

直
跳

び
な

ど
、

筋
力

や
パ

ワ
ー

に
関

す
る

主
要

な
測

定
項

目
は

全
て

有
意

に
向

上
し

た
。

高
校

野
球

選
手

に
対

し
て

、
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

応
じ

て
糖

質
を

中
心

と
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

補
給

を
徹

底
さ

せ
る

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

は
、

野
球

に
必

要
な

筋
力

や
パ

ワ
ー

を
高

め
る

た
め

の
身

体
組

成
を

獲
得

す
る

た
め

の
一

助
と

な
り

得
る

可
能

性
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

蘆
田

典
子

、
古

満
伊

里
(2

01
6)

24
）

日
本

非
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

研
究

高
校

サ
ッ

カ
ー

選
手

男
子

18
名

指
導

群
10

名
対

照
群

8名

・
食

事
調

査
（

3日
間

食
事

記
録

）
・

身
長

、
体

重
・

食
事

適
応

性
尺

度
調

査

目
的

は
、

食
事

適
応

性
尺

度
を

使
い

、
栄

養
指

導
介

入
に

よ
っ

て
栄

養
素

等
摂

取
量

と
食

事
適

応
性

が
ど

の
よ

う
に

変
化

す
る

の
か

を
検

討
す

る
こ

と
で

あ
る

。
・

実
施

期
間

は
5か

月
間

・
対

象
者

の
調

査
結

果
に

基
づ

き
，

栄
養

指
導

前
，

指
導

群
と

対
照

群
の

選
手

   
お

よ
び

指
導

者
に

調
査

結
果

デ
ー

タ
を

返
却

し
，

セ
ミ

ナ
ー

形
式

で
 ２

時
間

　
程

度
食

事
の

改
善

方
法

に
つ

い
て

説
明

。
・

指
導

群
の

み
に

，
不

足
し

て
い

る
食

品
の

具
体

的
補

給
法

等
に

つ
い

て
，

本
人

　
と

保
護

者
に

対
し

初
回

は
個

別
に

対
面

教
育

，
期

間
中

は
約

１
ヶ

月
お

き
に

　
計

３
回

の
書

面
 に

よ
る

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
指

導
　

（
質

問
が

あ
っ

た
場

合
は

20
-3

0分
の

対
面

も
し

く
は

℡
）

を
実

施
・

教
育

担
当

者
は

管
理

栄
養

士

指
導

群
は

対
照

群
に

比
 べ

、
有

意
に

食
事

量
と

各
栄

養
素

の
摂

取
量

が
改

善
さ

れ
た

｡ 保
護

者
が

ス
ポ

ー
ツ

選
手

と
し

て
 の

食
事

内
容

を
理

解
し

、
普

段
の

食
事

に
反

映
さ

れ
た

可
能

性
が

あ
る

。
「

競
技

志
向

的
食

行
動

」
で

は
、

指
導

群
で

栄
養

指
導

後
に

有
意

に
得

点
が

増
加

し
た

。
指

導
群

に
対

し
て

毎
月

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
を

行
っ

た
こ

と
で

、
疑

 問
や

問
題

点
を

解
決

す
る

こ
と

が
出

来
た

こ
と

や
食

に
対

す
る

意
識

が
高

ま
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

Na
sc

im
en

to
 M

,
Si

lv
a 

D,
 R

ib
ei

ro
 S

,
Nu

ne
s 

M
, A

lm
ei

da
 M

,
M

en
de

s-
Ne

tto
 R

.
(2

01
6)

25
）

ブ
ラ

ジ
ル

前
後

比
較

研
究

青
年

23
.7

歳
、

子
ど

も
15

.4
歳

（
ボ

ク
シ

ン
グ

、
テ

コ
ン

ド
ー

、
レ

ス
リ

ン
グ

等
16

名
、

水
泳

6名
、

テ
ニ

ス
2名

、
ビ

ー
チ

バ
レ

ー
、

サ
ー

フ
ィ

ン
、

ボ
ー

ト
,自

転
車

他
8名

）

初
回

の
参

加
者

は
67

名
。

分
析

対
象

32
名

11
名

の
青

年
男

性
（

20
-3

2歳
）

21
名

の
子

ど
も

（
12

-1
9歳

、
男

子
15

名
、

女
子

6名
）

・
ア

ス
リ

ー
ト

の
摂

食
行

動
・

身
体

組
成

（
身

長
、

体
重

、
上

腕
周

径
囲

、
皮

下
脂

肪
厚

法
に

よ
る

　
体

脂
肪

率
）

・
栄

養
に

関
す

る
知

識
・

食
事

調
査

（
24

時
間

思
い

出
し

法
）

目
的

は
、

栄
養

教
育

が
ア

ス
リ

ー
ト

の
身

体
組

成
、

食
知

識
や

食
行

動
に

与
え

る
影

響
を

調
べ

、
大

人
と

子
ど

も
の

ア
ス

リ
ー

ト
で

比
較

す
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
　

45
～

60
日

間
・

初
回

に
各

調
査

、
2回

目
に

フ
ー

ド
ガ

イ
ド

に
沿

っ
た

栄
養

の
講

義
・

1回
45

～
60

分
、

4回
の

個
人

面
談

・
ス

ポ
ー

ツ
栄

養
士

に
よ

る
月

1回
の

情
報

提
供

　
（

運
動

前
後

の
食

事
、

水
分

補
給

、
そ

の
他

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

に
関

す
る

こ
と

）
・

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

士
が

1名
で

実
施

大
人

と
こ

ど
も

の
ど

ち
ら

の
グ

ル
ー

プ
も

除
脂

肪
体

重
と

栄
養

に
関

す
る

知
識

が
増

え
た

。
青

年
は

上
腕

周
径

囲
が

増
加

し
、

食
事

の
回

数
と

毎
日

の
水

分
摂

取
量

が
改

善
し

た
。

両
グ

ル
ー

プ
の

ア
ス

リ
ー

ト
と

も
野

菜
や

果
物

の
摂

取
を

改
善

し
、

菓
子

や
油

の
摂

取
が

減
っ

た
。

思
春

期
の

若
者

は
、

菓
子

の
量

が
推

奨
の

範
囲

内
で

あ
っ

た
が

、
推

奨
量

に
近

い
量

だ
っ

た
者

の
有

病
率

は
高

か
っ

た
。

栄
養

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
は

、
ア

ス
リ

ー
ト

の
摂

食
行

動
、

栄
養

知
識

、
身

体
組

成
の

有
益

な
変

化
を

促
進

す
る

の
に

効
果

的
で

あ
っ

た
が

、
食

事
の

回
数

と
菓

子
の

摂
取

量
の

変
化

は
、

一
部

の
青

年
の

み
し

か
見

ら
れ

な
か

っ
た

。

Na
tá

lia
 V

 S
 D

an
ie

l,
Lu

an
a 

Pi
lo

n 
Jü

rg
en

se
n,

 R
ic

ar
do

 d
a 

Co
st

a
Pa

do
va

ni
,

Cl
au

di
a 

Ri
de

l J
uz

w
ia

k
（

20
16

）
26

）

ブ
ラ

ジ
ル

前
後

比
較

研
究

17
.2

±
0.

94
歳

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

女
子

10
名

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
家

族
構

成
、

運
動

、
食

習
慣

、
経

済
状

況
）

・
栄

養
知

識
・

リ
ン

カ
ー

ト
ス

ケ
ー

ル
・

行
動

変
容

ス
テ

ー
ジ

・
体

型
ス

ケ
ー

ル
・

体
型

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

目
的

は
、

栄
養

健
康

教
育

が
、

ジ
ュ

ニ
ア

の
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
選

手
の

栄
養

知
識

、
食

行
動

変
容

の
意

図
、

体
型

に
及

ぼ
す

影
響

を
調

べ
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
8ヶ

月
・

毎
月

1回
合

計
8回

の
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
(う

ち
、

最
初

は
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
、

　
そ

の
後

6つ
の

教
育

活
動

、
最

後
は

最
終

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

）
・

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

の
内

容
は

観
察

者
に

よ
り

記
録

・
教

育
担

当
者

の
記

載
な

し
・

行
動

変
容

ス
テ

ー
ジ

理
論

を
用

い
て

い
る

運
動

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
と

健
康

的
な

食
事

、
自

己
イ

メ
ー

ジ
の

プ
レ

ッ
シ

ャ
ー

に
対

処
す

る
た

め
に

、
遊

び
心

の
あ

る
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
が

戦
略

に
基

づ
い

て
デ

ザ
イ

ン
さ

れ
た

。
栄

養
に

関
す

る
知

識
は

57
.0

%
±

 か
ら

63
.0

%
±

11
.8

(p
=0

.0
3)

に
改

善
さ

れ
た

。
ボ

デ
ィ

の
歪

み
ス

コ
ア

は
変

化
し

な
か

っ
た

(7
0.

0±
14

.9
対

76
.5

±
22

.4
、

p=
0.

23
5)

。
6人

の
選

手
が

食
行

動
を

変
え

る
意

図
を

向
上

さ
せ

た
。

プ
ロ

グ
ラ

ム
中

に
肯

定
的

な
食

習
慣

が
報

告
さ

れ
、

毎
日

の
食

習
慣

を
変

え
る

意
図

が
変

化
し

た
。

こ
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

栄
養

に
対

す
る

知
識

と
食

行
動

を
変

え
る

意
図

に
プ

ラ
ス

の
影

響
を

与
え

た
。

し
か

し
、

感
情

的
な

側
面

を
含

む
場

合
は

、
さ

ら
な

る
介

入
を

計
画

す
る

必
要

が
あ

る
。

Ph
ili

pp
ou

 E
,

M
id

dl
et

on
 N

, P
is

to
s

C,
 A

nd
re

ou
 E

,
Pe

tro
u 

M
.(2

01
7)

27
）

キ
プ

ロ
ス

前
後

比
較

研
究

平
均

15
歳

の
水

泳
選

手
と

そ
の

保
護

者

男
子

23
名

保
護

者
22

名
・

地
中

海
式

食
事

法
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
　

（
KI

DM
ED

　
In

de
x）

・
栄

養
に

関
す

る
知

識
・

食
品

表
示

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト

目
的

は
、

栄
養

教
育

が
ジ

ュ
ニ

ア
の

水
泳

選
手

の
栄

養
に

関
す

る
知

識
や

地
中

海
式

食
事

法
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
を

確
認

す
る

こ
と

。
ま

た
、

保
護

者
の

教
育

が
そ

れ
ら

に
与

え
る

影
響

を
調

べ
る

こ
と

で
あ

る
。

・
選

手
は

初
回

の
調

査
時

、
半

日
2時

間
の

栄
養

教
育

　
地

中
海

式
食

事
法

に
つ

い
て

の
栄

養
知

識
と

食
品

表
示

に
つ

い
て

・
保

護
者

は
、

選
手

と
は

別
に

、
初

回
調

査
時

に
2時

間
の

栄
養

教
育

・
教

育
担

当
は

、
管

理
栄

養
士

養
成

課
程

の
学

生
と

メ
デ

ィ
カ

ル
ド

ク
タ

ー

地
中

海
式

食
事

法
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
は

、
栄

養
教

育
前

よ
り

も
有

意
に

良
好

に
変

化
し

た
。

教
育

前
と

6週
間

後
の

選
手

の
栄

養
教

育
ス

コ
ア

は
、

保
護

者
が

栄
養

教
育

に
参

加
し

た
方

が
高

か
っ

た
。

栄
養

教
育

に
は

、
保

護
者

の
サ

ポ
ー

ト
が

必
要

で
あ

る
。
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著
者

（
発

行
年

）
実

施
国

研
究

デ
ザ

イ
ン

対
象

者
/競

技
種

目
人

数
評

価
指

標
栄

養
教

育
の

概
要

栄
養

教
育

の
効

果

Pa
tto

n-
Lo

pe
z M

M
,

M
an

or
e 

M
M

,
Br

an
sc

um
 A

, M
en

g 
Y,

W
on

g 
SS

.（
20

18
）

28
）

ア
メ

リ
カ

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
高

校
生

サ
ッ

カ
ー

選
手

男
子

14
.9

歳
、

女
子

14
.9

歳
ラ

テ
ン

系
、

白
人

が
8割

21
7名

介
入

群
15

3名
（

9校
、

女
子

94
名

、
男

子
59

名
）

対
照

群
64

名
（

4校
、

女
子

44
名

、
男

子
20

名
）

・
ス

ポ
ー

ツ
栄

養
の

知
識

（
SN

K）
・

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

に
関

す
る

態
度

/信
念

・
ス

ポ
ー

ツ
栄

養
に

関
す

る
食

行
動

目
的

は
、

栄
養

教
育

が
高

校
生

の
サ

ッ
カ

ー
選

手
の

知
識

、
態

度
や

信
念

、
食

行
動

に
与

え
る

影
響

を
調

べ
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
2年

間
・

1回
30

分
プ

ロ
グ

ラ
ム

7回
（

水
分

補
給

、
試

合
前

の
補

給
、

試
合

中
の

補
給

、
　

試
合

後
の

リ
カ

バ
リ

ー
、

体
組

成
と

体
格

イ
メ

ー
ジ

、
筋

肉
づ

く
り

、
外

食
で

　
の

食
べ

方
）

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
は

、
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
イ

ン
グ

、
料

理
の

デ
モ

ン
ス

ト
レ

ー
　

シ
ョ

ン
、

試
食

、
補

食
の

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

な
ど

実
践

的
な

内
容

を
含

む
・

教
育

担
当

は
、

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

の
エ

キ
ス

パ
ー

ト
で

あ
る

管
理

栄
養

士
・

W
AV

Eプ
ロ

グ
ラ

ム
は

チ
ー

ム
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
を

含
む

ラ
イ

フ
ス

キ
ル

向
上

の
　

プ
ロ

グ
ラ

ム

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

教
育

と
ラ

イ
フ

ス
キ

ル
介

入
の

影
響

に
つ

い
て

、
 2

年
間

の
介

入
（

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

、
終

了
後

1年
、

終
了

後
2年

）
に

わ
た

っ
て

3つ
の

評
価

が
行

わ
れ

た
。

介
入

群
の

栄
養

知
識

は
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
時

よ
り

も
10

％
程

度
有

意
に

向
上

し
、

こ
の

傾
向

は
女

子
で

顕
著

だ
っ

た
が

男
子

で
は

変
化

が
な

か
っ

た
。

今
後

の
介

入
研

究
は

、
期

間
中

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
/体

験
学

習
の

提
供

内
容

を
検

討
し

、
家

庭
、

学
校

、
運

動
場

で
の

支
援

で
メ

ッ
セ

ー
ジ

が
強

化
さ

れ
る

よ
う

に
す

べ
き

で
あ

る
。

W
al

te
r O

, B
ob

ro
v 

A,
Ta

m
ir 

S.
(2

01
8)

29
）

ド
イ

ツ
前

後
比

較
研

究
ア

ス
リ

ー
ト

13
-1

5歳
（

チ
ー

ム
競

技
26

名
、

個
人

競
技

23
名

）
栄

養
を

学
ぶ

学
生

24
-2

8歳

ア
ス

リ
ー

ト
49

名
（

男
子

26
名

、
女

子
23

名
）

栄
養

を
学

ぶ
学

生
30

名
（

男
性

8名
、

女
性

22
名

）

＜
ア

ス
リ

ー
ト

＞
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

始
、

終
了

、
お

よ
び

3か
月

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
1週

間
の

運
動

時
間

と
競

技
ス

ポ
ー

ツ
実

施
の

有
無

・
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

（
運

動
後

の
リ

カ
バ

リ
ー

、
水

分
補

給
　

の
知

識
、

行
動

）
・

食
事

日
記

＜
栄

養
を

学
ぶ

学
生

＞
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
開

始
前

、
開

始
時

、
終

了
時

、
お

よ
び

3か
月

後
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
・

GP
A

・
自

己
効

力
感

（
GS

E：
40

点
満

点
、

SE
L6

6点
）

目
的

は
、

教
育

的
な

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

プ
ロ

グ
ラ

ム
が

、
ジ

ュ
ニ

ア
ア

ス
リ

ー
ト

の
食

行
動

や
栄

養
を

学
ぶ

学
生

の
一

般
的

な
自

己
効

力
感

や
学

問
の

自
己

効
力

感
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
調

べ
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
3ヶ

月
＜

ア
ス

リ
ー

ト
＞

・
運

動
後

の
リ

カ
バ

リ
ー

と
水

分
補

給
に

つ
い

て
の

講
義

・
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

終
え

た
学

生
に

よ
る

15
授

業
時

間
（

5セ
ッ

シ
ョ

ン
）

の
   

 学
生

に
よ

る
講

義
・

オ
ー

プ
ニ

ン
グ

は
保

護
者

も
同

席
、

最
終

セ
ッ

シ
ョ

ン
は

ア
ス

リ
ー

ト
食

が
　

提
供

＜
栄

養
を

学
ぶ

学
生

＞
・

ス
ポ

ー
ツ

栄
養

に
関

す
る

12
授

業
時

間
（

3セ
ッ

シ
ョ

ン
）

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
・

RR
Aア

プ
ロ

ー
チ

を
使

い
、

栄
養

を
学

ぶ
学

生
の

自
己

効
力

感
を

向
上

さ
せ

る

ア
ス

リ
ー

ト
の

知
識

と
栄

養
行

動
、

お
よ

び
栄

養
学

生
の

一
般

的
お

よ
び

学
問

的
自

己
効

力
感

に
有

意
な

改
善

が
見

ら
れ

た
。

介
入

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参

加
は

、
青

年
期

の
ア

ス
リ

ー
ト

の
栄

養
に

関
す

る
知

識
と

行
動

の
改

善
に

つ
な

が
っ

た
。

栄
養

学
研

究
の

枠
組

み
に

則
っ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
栄

養
学

生
の

一
般

的
お

よ
び

学
術

的
自

己
効

力
感

が
向

上
し

た
。

RR
A

ア
プ

ロ
ー

チ
を

使
う

こ
と

で
、

学
生

た
ち

は
受

け
身

の
学

習
者

か
ら

能
動

的
な

教
師

へ
と

変
化

し
た

。

He
ik

ki
lä

 M
,

Le
ht

ov
irt

a 
M

, A
ut

io
O,

Fo
ge

lh
ol

m
 M

,
Va

lv
e 

R.
(2

01
9)

30
）

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
16

～
20

歳
（

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ス
キ

ー
33

名
、

持
久

系
ラ

ン
ニ

ン
グ

18
名

、
バ

イ
ア

ス
ロ

ン
13

名
、

オ
リ

エ
ン

テ
ー

リ
ン

グ
13

名
、

他
2名

）

79
名

介
入

群
42

名
（

女
子

17
名

、
男

子
25

名
）

対
照

群
37

名
（

女
子

18
名

、
男

子
19

名
）

・
検

証
済

み
の

栄
養

知
識

ア
ン

ケ
ー

ト
に

回
答

　
（

0、
5、

17
週

目
）

・
食

事
日

記
（

3日
間

：
0週

目
、

17
週

目
）

目
的

は
、

若
い

持
久

系
競

技
の

ア
ス

リ
ー

ト
が

モ
バ

イ
ル

の
ア

プ
リ

が
有

る
教

育
か

、
無

い
教

育
か

で
、

栄
養

知
識

や
栄

養
摂

取
状

況
が

改
善

す
る

か
調

べ
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
4カ

月
・

参
加

型
栄

養
教

育
セ

ッ
シ

ョ
ン

の
み

（
グ

ル
ー

プ
ED

U）
の

効
果

を
、

　
各

セ
ッ

シ
ョ

ン
の

4日
間

の
モ

バ
イ

ル
フ

ー
ド

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
（

グ
ル

ー
プ

ED
U 

+ 
AP

P）
の

使
用

を
含

む
効

果
と

比
較

。
・

両
グ

ル
ー

プ
と

も
、

隔
週

で
3回

の
90

分
の

教
育

セ
ッ

シ
ョ

ン
に

参
加

・
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

自
己

決
定

理
論

と
意

味
の

あ
る

学
習

プ
ロ

セ
ス

の
　

概
念

に
基

づ
く

・
教

育
担

当
は

、
栄

養
士

ED
Uグ

ル
ー

プ
の

栄
養

知
識

ス
コ

ア
は

、
78

（
0週

）
、

85
（

5週
）

、
84

（
17

週
）

で
、

ED
U 

+ 
AP

Pグ
ル

ー
プ

の
78

、
86

、
85

だ
っ

た
。

栄
養

に
関

す
る

知
識

は
大

幅
に

増
加

し
た

が
（

p 
<0

.0
01

）
）

、
グ

ル
ー

プ
×

時
間

の
相

互
作

用
は

観
察

さ
れ

な
か

っ
た

（
p 

= 
0.

30
9）

。
食

事
摂

取
量

の
変

化
も

わ
ず

か
だ

っ
た

（
 p

 <
 0

.0
5）

。
炭

水
化

物
の

量
は

、
介

入
を

通
じ

て
持

久
力

選
手

の
推

奨
を

下
回

っ
た

。
エ

ネ
ル

ギ
ー

摂
取

量
も

、
推

定
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
を

下
回

っ
て

い
た

。
3回

の
教

育
セ

ッ
シ

ョ
ン

と
食

事
日

記
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
っ

た
だ

け
で

栄
養

の
知

識
は

大
幅

に
向

上
し

た
が

、
モ

バ
イ

ル
ア

プ
リ

は
学

習
を

さ
ら

に
向

上
さ

せ
な

か
っ

た
。

栄
養

教
育

の
介

入
だ

け
で

は
、

食
事

摂
取

量
を

変
え

る
に

は
不

十
分

だ
っ

た
。

上
田

由
喜

子
・

山
本

千
尋

・
明

神
千

穂
・

小
林

知
未

（
20

19
）

31
）

日
本

前
後

比
較

研
究

高
校

野
球

選
手

男
子

13
名

・
身

体
測

定
（

身
長

、
体

重
、

体
脂

肪
量

、
除

脂
肪

体
重

）
・

食
事

調
査

（
平

日
3日

間
の

食
事

記
録

法
：

写
真

撮
影

　
併

用
）

2回
・

栄
養

講
習

に
お

け
る

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
ふ

り
返

り
の

記
述

　
内

容
に

つ
い

て
、

 記
述

し
て

い
た

選
手

数
を

全
選

手
数

で
　

除
し

、
記

述
率

（
%

）
を

算
出

・
行

動
目

標
と

野
球

盤
に

よ
る

セ
ル

フ
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
   

 食
教

育
開

始
 1

 週
目

、
5・

6・
7 

週
目

に
評

価
。

   
 1

 週
間

（
7 

日
間

）
の

合
計

点
数

を
満

点
の

 1
4 

点
で

　
除

し
た

各
行

動
目

標
に

対
す

る
目

標
達

成
率

を
算

出
。

目
的

は
、

食
教

育
を

受
け

る
機

会
の

少
な

い
高

校
野

球
選

手
を

対
象

に
、

媒
体

の
受

け
入

れ
や

す
さ

に
着

目
し

た
食

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

し
、

食
事

に
対

す
る

態
度

や
体

組
成

の
変

化
に

有
効

か
ど

う
か

明
ら

か
に

す
る

こ
と

で
あ

る
。

・
実

施
期

間
4カ

月
・

3 
回

の
栄

養
講

座
と

個
別

栄
養

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。
・

栄
養

講
座

の
内

容
は

、
「

ダ
イ

ジ
ェ

ス
ト

版
／

栄
養

講
習

だ
よ

り
」

と
し

て
   

 保
護

者
に

配
布

・
栄

養
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

は
管

理
栄

養
士

の
資

格
を

持
つ

大
学

教
員

 2
 名

と
   

 学
生

が
実

施

食
教

育
後

 に
 体

 重
・

BM
I（

Bo
dy

 M
as

s 
In

de
x）

・
除

脂
肪

体
重

は
有

意
に

増
加

し
た

が
（

p＜
0.

01
）

、
体

脂
肪

量
に

変
化

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

p＜
0.

01
）

、
食

物
繊

維
以

外
の

栄
養

素
の

摂
取

量
は

有
意

に
増

加
し

た
（

p＜
0.

05
、

p＜
0.

01
）

が
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
産

生
栄

養
素

お
よ

び
エ

ネ
ル

ギ
ー

調
整

済
栄

養
素

の
摂

取
量

に
は

、
有

意
な

差
は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
穀

類
・

肉
類

・
卵

類
（

p＜
0.

05
）

と
乳

類
・

砂
糖

類
・

油
脂

類
は

有
意

に
増

加
し

た
（

p＜
0.

01
）

が
、

他
の

食
品

群
の

摂
取

量
に

変
化

は
認

め
ら

れ
な

か
っ

た
。

行
動

目
標

の
達

成
状

況
は

、
1 

週
目

は
約

 5
4%

 の
達

成
率

で
 6

-8
 週

目
は

約
 7

5%
 前

後
ま

で
向

上
し

た
。

し
か

し
、

各
週

で
大

き
な

変
化

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
栄

養
講

習
後

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
の

記
述

か
ら

、
各

講
習

に
お

け
る

学
習

の
ね

ら
い

は
達

成
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

。
受

け
入

れ
や

す
さ

に
着

目
し

た
本

食
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

高
校

野
球

選
手

の
食

事
に

対
す

る
態

度
や

体
組

成
に

影
響

を
及

ぼ
し

有
効

で
あ

る
こ

と
が

示
唆

さ
れ

た
。
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著
者

（
発

行
年

）
実

施
国

研
究

デ
ザ

イ
ン

対
象

者
/競

技
種

目
人

数
評

価
指

標
栄

養
教

育
の

概
要

栄
養

教
育

の
効

果

吉
田

葵
、

井
上

久
美

子
（

20
20

）
32

）
日

本
非

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
研

究
12

～
15

歳
中

学
生

サ
ッ

カ
ー

選
手

及
び

そ
の

保
護

者
介

入
群

（
12

歳
4名

、
13

歳
13

名
、

14
歳

1名
）

対
照

群
（

12
歳

11
名

、
13

歳
3名

、
14

歳
1名

）

女
子

33
名

介
入

群
18

名
、

対
照

群
15

名

・
食

選
択

の
ス

キ
ル

（
お

弁
当

箱
ワ

ー
ク

）
・

介
入

群
の

選
手

の
み

　
２

 日
間

の
食

事
写

真
記

録
　

選
手

の
食

選
択

の
自

己
効

力
感

　
保

護
者

の
食

提
供

の
自

己
効

力
感

、
行

動
変

容
ス

テ
ー

ジ

目
的

は
、

選
手

、
保

護
者

お
よ

び
教

育
者

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
視

し
た

食
事

バ
ラ

ン
ス

カ
ル

テ
の

や
り

取
り

が
、

中
学

生
女

子
サ

ッ
カ

ー
選

手
の

適
切

な
食

選
択

ス
キ

ル
の

習
得

に
及

ぼ
す

効
果

を
検

討
す

る
こ

と
で

あ
る

。
・

実
施

期
間

7カ
月

・
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

と
し

て
、

選
手

と
保

護
者

と
教

育
者

の
   

 三
者

間
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

重
視

す
る

食
事

バ
ラ

ン
ス

カ
ル

テ
を

　
用

い
た

栄
養

教
育

を
実

施
（

60
分

）
。

・
食

事
バ

ラ
ン

ス
カ

ル
テ

と
は

、
本

研
究

の
目

的
を

達
成

す
る

べ
く

開
発

し
た

　
新

し
い

ツ
ー

ル
で

あ
り

、
個

々
の

食
事

調
査

解
析

結
果

、
適

切
な

食
事

に
　

つ
い

て
の

情
報

を
選

手
・

保
護

者
・

教
育

者
が

閲
覧

し
、

共
有

す
る

こ
と

が
　

可
能

。
・

両
群

に
栄

養
教

育
の

講
義

を
実

施
し

た
後

、
介

入
群

選
手

は
食

事
写

真
記

録
を

　
4 

回
実

施
。

食
事

写
真

記
録

は
毎

回
解

析
し

、
食

事
バ

ラ
ン

ス
カ

ル
テ

へ
記

載
　

し
て

や
り

取
り

す
る

介
入

を
の

べ
４

回
実

施
。

・
教

育
者

は
、

対
象

チ
ー

ム
の

コ
ー

チ
を

務
め

て
い

る
管

理
栄

養
士

養
成

課
程

　
在

学
中

の
学

部
生

。

介
入

群
の

選
手

で
は

、
食

選
択

ス
キ

ル
が

有
意

に
高

ま
り

（
p⁼

0.
02

9）
、

主
食

を
適

切
に

摂
取

す
る

者
（

p⁼
0.

00
4）

、
牛

乳
乳

製
品

を
適

切
に

摂
取

す
る

者
が

有
意

に
増

加
し

た
（

p⁼
0.

00
4）

。
食

事
バ

ラ
ン

ス
カ

ル
テ

の
や

り
取

り
を

用
い

た
 ７

 ヶ
月

間
の

栄
養

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

、
選

手
の

適
切

な
食

選
択

ス
キ

ル
を

有
意

に
向

上
さ

せ
た

。
さ

ら
に

、
保

護
者

の
食

提
供

ス
キ

ル
の

向
上

と
、

適
量

の
主

食
お

よ
び

牛
乳

乳
製

品
を

摂
取

す
る

選
手

の
増

加
を

導
き

、
選

手
・

保
護

者
双

方
へ

の
働

き
か

け
と

し
て

有
効

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。
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栄養に関する知識や態度，自信や信念，行動意図，
期待，スキル，自己効力感，食行動などが含まれて
いた研究が 9 件 12,13,25~30,32)であった。食事調査を用
いて栄養摂取量や食品群別摂取量を算出していた研
究は 13件 13,14,16~21,24,25,30,31,32)であった。体格への効果
を含んでいる研究は 13件 13,14,16~25,31)で，項目は体重，
BMI や体脂肪率，除脂肪体重であった。血液検査
や尿などを指標としている研究は 3 件 15,19,20)あった。
そのほか，体型のスケール 26），体力テスト 15）,23），
疲労度 16)17)，水分摂取状況 15），消費エネルギー19)，
身体活動レベル 14），食事適応性尺度 24)，KIDMED-
Index27)，独自の食行動のモニタリングツール
22）,31）,32），GPA29）を指標としている研究など，評価
指標は多岐にわたっていた。 
 介入期間は，半日 2時間から 1週間以内のものが
2件 15）,27），1～3 ヶ月のものが 6 件 12）,13）,16）,17）,25）,29），
4～6か月のものが 7件 18）,21）～24）,30）,31），7カ月以上の
ものは 6 件 14）,19）,20）,26）,28）,32）であった。数ヵ月後の
フォローアップを行っていた研究も 2 件 12）,13）あっ
た。 
栄養教育の実施頻度は，2 週間から 1 カ月に 1 回，

2 か月に 1 回程度が多く，1 回あたりの所要時間は
30分～120分であった。 
 栄養教育の効果については，栄養に関する知識の
向上が見られた論文が 8件 12）,13）,25）～30）であった。食
に関する態度，自信や行動意図，自己効力感，スキ
ル，行動の変化が見られた論文は 7 件 12）,13）

15）,24）,26）,29）,32）であった。体格の変化が見られた論文
は 7 件 16）,17）,18）,20）,23）,25）,31），栄養素摂取量や食品群別
摂取量の変化が見られた論文は 12 件 13）,14）,18）,19）,20）～

22）,24）,25）,30）～32）であった。これらの変化は，すべての
研究で栄養教育前後に評価を実施していた。 

４．考察 

本研究では，国内外におけるジュニアアスリート
を対象とした栄養教育について系統的レビューを
行った。その結果，2009 年 1 月以降，21 件の論文
を採択した。先行研究のレビュー33）には含まれて
いない論文もあった。 
 先行研究のレビュー33）における研究の実施国は， 
アメリカの研究が 66.7%であったが，本レビューで
は，日本国内の研究が 47.6%を占めていた。これは，
論文の採択にあたって，国内のスポーツ栄養学の学
会誌を加えたためと考える。対象をジュニアアス

リートの栄養教育に絞ると，海外の研究でも探索が
難しかった。 
また，先行研究 33）では，対照群をおかない研究

が 22 件中 12 件（54.5%）であったが，本レビュー
では 21 件中 14 件（66.7%）であった。対照群をお
いたのこりの 7 件のうち，ランダム化比較試験は 5
件で全体の 23.8%であった。これは，スポーツ現場
における実践研究が多く含まれていたためと考える。
スポーツ現場で研究を実施する場合，種目，年齢，
性別，競技レベル，地域などを合わせたチームや個
人を対照群として選定することが難しい。対照群を
おけたとしても，同チーム内での割り付けとなるた
め，研究デザインとしては，非ランダム化比較試験
となる。本レビューにおいても，2 件がこのデザイ
ンの研究であった。 
 研究の実施国，競技種目については，先行研究 33） 

では，競技種目はチーム競技が 6 件，個人競技が 5
件，その他混合等が 11 件であった。本レビューで
は，チーム競技が 10 件，個人競技が 5 件，その他
混合が 6件であった。日本での研究が半分近くを占
めている本レビューでは，対象者が実施している競
技種目は，国内で最も競技人口の多い野球やサッ
カーなどのチーム競技が多かったためと思われる。 
さらに，本レビューの対象者は全体の 81.3%を女

性が占めており，71.9%を占めていた先行研究 33）よ
りも多かった。先行研究 33）では高校生を対象とし
た研究が 3 件しか含まれていなかったことから，
ジュニアアスリートであっても男子を対象とした研
究は少なく，今後研究が必要な対象であることがわ
かった。 
栄養状態の評価については，食事調査を用いてい

た研究が 21件中 13件（61.9%）であり，22件中 21
件（95.5%）が食事調査を指標としていた先行研究
33）とは異なる結果であった。ジュニアアスリート
の栄養状態を評価する場合，本人が正確に記入出来
ない可能性がある。食事はたいていの場合，保護者
が作っており，栄養調査を行う場合，データの信頼
性に疑問が残る。本レビューの採択論文では BMI
等の身体測定結果が食事調査と同様に多く用いられ
ていた。この理由は，長期的な栄養状態を反映する
ということだけでなく，対象者自身が簡単に測定す
ることができるという利便性にあると思われる。し
かしながら，食事調査を実施したほとんどの研究が，
先行研究 33）と同様に，栄養摂取量や食品群別摂取
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量の改善を示したことから，ジュニアアスリートへ
の栄養教育においても，食事調査を評価指標とする
ことは重要と考える。今後，ジュニアアスリートで
も記入が容易な調査票の開発や食事調査の記入を支
援する方法を明らかにすることが必要である。また，
栄養に関する知識や態度，自信や信念，行動意図，
期待，スキル，自己効力感，行動を効果指標として
用いていた研究では，何らかの積極的効果を示した。
とりわけ，スポーツ栄養に関する知識の向上には好
影響があった。一方，研究独自の指標を用いていた
研究も多く，これらの効果はあくまでも限定的で
あったことから，今後も多くの研究が必要であると
考える。 
栄養教育は，個人の食行動や食物選択力だけでな

く，物的資源，社会構造，販売促進活動等の食環境
要因に配慮しながら，戦略的に行われることが重要
であり，栄養教育の実践は理論に基づいて開発・運
用される必要性が指摘されている 34）。本研究で採
択した 21 研究のうち，栄養教育が何らかの理論に
基づいて実施されていた研究は 5件のみであった。
用いていた理論や枠組みは，計画的行動理論や社会
的認知理論，行動変容ステージモデル，自己決定理
論など行動変容を促すものが 3件，そのほか，RRA
（Role Reversal Approach）を用いている研究が 1件，
ライフスキルやチームビルディングを使用していた
研究が 1件であった。これらの研究はすべて海外で
行われたものであった。 
主に国内で行われたスポーツ現場での実践研究は，

対象者の目的に沿った栄養教育が実施されていたこ
とから，目標や行動を継続的に行えるよう支援する
工夫をしていたものが多かった。そのため，これら
の研究は，栄養教育の目的を対象者の短期的な行動
変容に絞っていた。一方，理論を用いた研究は，同
様の枠組みで行った先行研究を参考に，工夫・実施
されており，限られた対象者だけではなく，今後多
くの対象を視野に入れた応用可能性について言及し
ていた。 
採択したすべての研究で，栄養教育の効果が確認

されたことから，ジュニアアスリートに対する栄養
教育は有効であることが示唆された。しかしながら，
多くの研究で指標として用いられていた食事調査で
あっても方法は一律ではなかった。ジュニアアス
リートに対して栄養教育を行う場合，対象者の性別，
年齢，競技種目，競技レベル，トレーニングの目的

や内容，現場での実現可能性など多くの条件を考慮
しながら実施する必要がある。そのため，栄養教育
の期間や方法，評価を統一することは難しい。今後
もジュニアアスリートを対象に多くの研究を実施し，
エビデンスを積み重ねていくことが重要と考える。 
また，本レビューを通じて，対象者の行動変容に

は，保護者や周囲の参加や支援が有効であることも
わかった。対象者と実施者双方にとって無理のない
栄養教育を実施し，教育効果を継続させるために，
栄養教育の際，配慮すべきポイントであると考える。 

５．おわりに  

本研究では，ジュニアアスリートを対象とした栄
養教育について，データベースを用いた文献レ
ビューを行った。その結果，すべての研究で栄養教
育の効果が確認された。 
 しかしながら，本レビューによって得られた結果
の解釈には注意が必要である。1 つ目はレビューの
選択にあたって用いたデータベースが限定的であっ
たからである。2 つ目は，抽出されたプログラムの
評価を比較するにあたって方法論的に限界があるか
らである。ジュニアアスリートを対象とした栄養教
育は，学校や地域の部活動やスポーツクラブ等に所
属する者から県の代表となる選手を含む者まで多岐
にわたる。加えて，介入期間，対象年齢，性別，競
技種目，評価指標も研究によって異なっており，介
入効果を比較することが難しかった。 
さらに，ジュニアアスリートを対象とした研究が

国内外ともに少なかったことである。そのため，ス
ポーツ現場における実践研究を採択したが，これら
の研究の多くは前後比較研究であり，利用可能な
データの質が高いとは言えず，結果のばらつきが大
きかった。 

Boidin らは，「栄養教育はアスリートの栄養状態
を強化するための重要な戦略である。より多くのス
ポーツをふまえた精度の高い研究が求められる」。
と述べており 33），デザインの質の高い研究が必要
である。 

６．結論 

 ジュニアアスリートの栄養教育に関するレビュー
を実施したところ，以下の知見が得られた。 
１）採択した論文は，海外 11件，国内 10件の合計

21件であった。 
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２）ジュニアアスリートを対象とした研究は，国内
学ともに多くなかった。特に男子を対象とした研
究は少なかった。 

３）国内外いずれの研究のデザインもランダム化比
較試験は少なく，前後比較研究が多かった。 

４）13-18 歳のジュニアアスリート（中学生，高校
生）を対象とした研究は限られており，特に 13-
15 歳の中学生を対象とした研究は少なかったこ
とから，今後の研究が望まれる。 
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